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私
は
大
正
十
一
（
一
九
二
二
）
年
五
月
十
四
年
日
生
れ

の
長
男
で
す
。
家
は
父
、
母
、
兄
一
人
、
妹
三
人
の
七
人

家
族
で
す
。
父
が
石
材
業
を
や
っ
て
い
ま
し
て
、
住
み
込

み
の
職
人
さ
ん
が
二
人
と
、
通
い
の
職
人
さ
ん
が
二
人
い

ま
し
た
。
学
歴
は
地
元
の
坂
下
尋
常
高
等
小
学
校
の
高
等

科
を
昭
和
十
二
年
三
月
二
十
四
日
卒
業
し
て
、
父
の
後
継

ぎ
を
目
指
し
て
石
工
の
手
伝
い
を
し
て
い
ま
し
た
。 

徴
兵
検
査
は
福
島
連
隊
区
司
令
部
か
ら
来
た
陸
軍
中
佐

か
ら｢

理
想
的
な
兵
隊
だ｣

と
賞
賛
さ
れ
、
甲
種
合
格
と
宣

せ
ら
れ
ま
し
た
。
昭
和
十
七
（
一
九
四
二
）
年
七
月
で
し

た
。
当
時
父
は
五
十
七
歳
、
母
は
五
十
歳
で
し
た
。 

昭
和
十
七
年
十
二
月
一
日
、
仙
台
の
東
部
第
二
十
九
部

隊
（
工
兵
第
二
連
隊
）
へ
入
営
。
二
週
間
後
、
第
十
三
師

団
工
兵
第
十
三
連
隊
要
員
と
し
て
仙
台
を
出
発
し
ま
し
た
。

引
率
要
員
と
し
て
中
支
か
ら
将
校
一
、
下
士
官
四
人
が
派

遣
さ
れ
て
き
て
い
ま
し
た
。
仙
台
か
ら
軍
用
列
車
で
下
関

へ
着
き
、
輸
送
船
で
玄
界
灘
の
荒
波
に
揺
ら
れ
て
釜
山
に

上
陸
、
鉄
道
で
朝
鮮
半
島
を
北
上
、
内
地
と
異
な
る
風
景

に
目
を
見
張
り
な
が
ら
満
州
国
の
奉
天
（
瀋
陽
）
に
到
着
、

初
め
て
見
る
支
那
大
陸
の
広
大
さ
に
圧
倒
さ
れ
な
が
ら
山

海
関
の
万
里
の
長
城
の
巨
大
さ
に
感
嘆
の
声
を
上
げ
る
う

ち
に
大
陸
を
南
下
し
、
南
京
に
到
着
、
こ
こ
で
乗
船
、
揚

子
江
を
上
流
へ
と
遡
航
し
ま
し
た
。
揚ヤ

ン

子ズ

の
兵
站
宿
舎
で

正
月
を
迎
え
ま
し
た
。 

宜
昌
の
手
前
の
荊
門

ケ
イ
モ
ン

に
師
団
司
令
部
が
、
連
隊
本
部
は

朱シ

河カ

湾ワ
ン

に
あ
り
ま
し
た
。
連
隊
本
部
か
ら
衛
生
兵
が
出
迎

え
に
来
て
く
れ
、
第
一
中
隊
は
本
部
と
同
じ
朱
河
湾
に
駐

屯
し
て
い
ま
し
た
。
兵
舎
は
煉
瓦
造
り
で
古
年
兵
は
福
島

県
や
宮
城
県
、
新
潟
県
出
身
者
で
五
年
兵
も
お
り
ま
し
た
。

第
二
中
隊
は
漢
水
に
駐
屯
し
て
お
り
ま
し
た
。
昭
和
十
八

年
七
月
に
四
年
兵
と
五
年
兵
が
除
隊
し
て
日
本
に
帰
り
ま

し
た
が
、
そ
れ
以
後
は
終
戦
ま
で
除
隊
は
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
。 

初
年
兵
教
育
は
初
年
兵
だ
け
が
別
に
教
育
を
受
け
、
一
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期
終
了
後
、
各
内
務
班
に
配
属
さ
れ
ま
し
た
。
食
事
は
結

構
、
良
か
っ
た
で
す
。 

教
育
中
は
大
変
で
ビ
ン
タ
も
あ
り
ま
し
た
が
、
内
務
班

内
で
は
無
く
、
イ
ジ
メ
は
全
く
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
近

く
の
沙
洲
の
街
に
映
画
館
が
あ
り
班
長
が
連
れ
て
い
く
か

ら
洗
濯
は
止
め
て
つ
い
て
こ
い
と
誘
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

六
カ
月
前
に
入
隊
し
た
先
輩
が
、
や
さ
し
く
親
切
に
指
導

し
て
く
れ
た
の
で
大
変
助
か
り
ま
し
た
。 

工
兵
の
教
育
は
爆
薬
の
取
り
扱
い
か
ら
始
ま
り
、
信
管

の
切
り
方
、
架
橋
作
業
、
舟
艇
の
操
法
、
戦
車
用
の
架
橋

の
時
は
山
か
ら
太
い
丸
太
を
切
り
出
し
、
川
の
上
流
か
ら

流
し
た
丸
太
を
使
っ
て
架
け
ま
し
た
。
武
装
は
歩
兵
と
似

て
い
ま
す
が
エ
ン
ピ
が
歩
兵
よ
り
大
き
く
、
薬
盒
（
弾
入

れ
）
は
前
後
一
つ
ず
つ
で
す
が
、
そ
の
か
わ
り
手
榴
弾
を

前
に
一
個
持
た
さ
れ
、
さ
ら
に
黄
色
火
薬
五
キ
ロ
を
背
の

う
の
脇
に
吊
ら
さ
れ
ま
し
た
。
十
字
鍬
も
あ
り
ま
し
た
。

こ
れ
に
信
管
を
つ
け
る
と
鉄
道
レ
ー
ル
の
爆
破
に
使
わ
れ

ま
し
た
。
小
銃
は
三
八
式
が
各
人
一
挺
が
渡
さ
れ
、
一
個

分
隊
に
軽
機
関
銃
が
一
挺
あ
り
ま
し
た
。 

工
兵
に
な
る
兵
隊
は
身
体
が
大
き
く
頑
丈
な
青
年
が
選

ば
れ
る
よ
う
で
、
浴
場
で
び
っ
く
り
し
た
の
は
裸
の
背
中

一
面
に
鯉
の
滝
登
り
の
入
れ
墨
が
見
事
に
彫
り
込
ま
れ
て

い
る
初
年
兵
を
見
た
時
で
し
た
。 

揚
子
江
で
舟
艇
の
演
習
が
あ
り
櫓
の
練
習
を
さ
せ
ら
れ

ま
し
た
。
各
班
競
争
で
鉄
帽
を
か
ぶ
っ
て
い
て
は
頭
が
ブ

カ
ブ
カ
し
て
邪
魔
に
な
る
の
で
、
鉄
帽
を
外
し
て
櫓
を
こ

い
で
い
た
ら
「
田
中
、
戦
死
！
」
と
判
定
さ
れ
ま
し
た
。

工
兵
連
隊
は
連
隊
と
し
て
行
動
す
る
こ
と
は
な
く
、
必
ず

歩
兵
部
隊
に
中
隊
又
は
小
隊
単
位
で
配
属
さ
れ
て
作
戦
に

参
加
し
ま
す
。 

敵
前
渡
河
作
戦
の
時
に
、
舟
に
歩
兵
を
乗
せ
て
櫓
を
漕

ぐ
時
は
た
だ
一
人
、
立
ち
上
が
っ
て
漕
ぐ
の
で
す
か
ら
危

険
千
万
こ
の
上
あ
り
ま
せ
ん
が
、
こ
れ
が
工
兵
の
任
務
で

す
か
ら
勇
気
を
振
っ
て
や
り
ま
し
た
。
架
橋
の
時
は
三
～

四
人
で
「
タ
コ
」
を
使
っ
て
丸
太
を
柱
に
す
る
た
め
打
ち

込
む
の
で
す
が
、
ち
ょ
っ
と
、
力
を
抜
く
と
「
タ
コ
」
の

重
み
が
自
分
の
方
に
掛
っ
て
く
る
の
で
力
を
抜
く
こ
と
が

で
き
ま
せ
ん
、
歯
を
喰
い
し
ば
っ
て
頑
張
り
ま
し
た
。 
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工
兵
隊
に
は
機
材
を
運
搬
す
る
た
め
の
機
材
小
隊
が
必

ず
つ
い
て
い
ま
す
。「
タ
コ
」
は
正
規
の
も
の
は
鉄
製
で
非

常
に
重
い
も
の
で
し
た
の
で
機
材
小
隊
が
運
搬
し
て
い
ま

し
た
。 

私
は
作
戦
中
、
右
脚
の
踵
を
敵
弾
の
破
片
で
飛
ば
さ
れ

野
戦
病
院
に
入
隊
す
る
予
定
の
と
こ
ろ
軍
医
さ
ん
が
「
田

中
、
入
院
す
る
な
、
入
っ
た
ら
殺
さ
れ
る
ぞ
、
赤
チ
ン
塗

っ
て
俺
が
治
し
て
や
る
か
ら
」
と
忠
告
し
て
く
れ
ま
し
た
。

不
思
議
に
思
っ
て
尋
ね
る
と
「
入
院
し
て
も
食
物
が
無
い
。

手
当
も
い
い
加
減
だ
、
殺
さ
れ
る
ぞ
」
と
言
わ
れ
「
歩
け

な
け
れ
ば
俺
の
馬
に
乗
れ
」
と
親
切
に
言
っ
て
く
れ
ま
し

た
。 工

兵
は
見
習
士
官
以
上
の
人
は
乗
馬
を
持
っ
て
い
た
の

で
、
他
の
将
校
さ
ん
も
「
俺
の
馬
に
乗
れ
」
と
言
っ
て
い

た
だ
き
本
当
に
有
り
難
か
っ
た
で
す
ね
。 

作
戦
中
、
負
傷
し
て
野
戦
病
院
に
入
っ
た
戦
友
を
見
舞

っ
た
ら
シ
ラ
ミ
だ
ら
け
の
毛
布
に
く
る
ま
っ
て
い
て
飯
も

ロ
ク
に
食
っ
て
い
な
い
様
子
を
見
て
、
軍
医
さ
ん
の
言
葉

が
本
当
だ
っ
た
と
思
い
ま
し
た
。
工
兵
の
連
隊
の
規
模
は

歩
兵
の
大
隊
と
同
じ
ぐ
ら
い
で
、
連
隊
長
は
少
佐
か
中
佐

で
し
た
。 

私
が
入
隊
し
た
時
は
佐
野
村
武
貞
少
佐
で
良
い
方
で
し

た
が
途
中
で
交
代
さ
れ
、
後
任
の
石
川
省
三
中
佐
は
九
州

別
府
出
身
で
召
集
将
校
の
実
戦
経
験
な
し
の
方
で
、
演
習

の
つ
も
り
で
無
理
な
作
戦
を
強
要
す
る
の
で
部
下
か
ら

「
言
う
こ
と
を
き
て
い
た
ら
、
命
が
い
く
つ
あ
っ
て
も
足

り
ま
せ
ん
」
と
敬
遠
さ
れ
て
お
り
ま
し
た
。 

昭
和
十
八
年
十
一
月
三
日
常
徳
作
戦
中
、
折
畳
舟
で
歩

兵
第
六
十
三
連
隊
第
二
大
隊
を
敵
前
渡
河
さ
せ
た
時
は
、

た
だ
一
人
櫓
を
握
っ
て
敵
弾
雨
飛
の
中
を
立
っ
て
第
一
陣

を
渡
し
切
り
、
取
っ
て
返
し
て
第
二
陣
を
渡
し
終
っ
た
時

は
何
ん
と
も
い
え
ぬ
達
成
感
に
浸
り
ま
し
た
。 

昭
和
十
八
年
十
一
月
三
十
日
、
漆
家
河
の
戦
闘
で
、
山

の
上
の
敵
か
ら
雨
あ
ら
れ
の
よ
う
に
射
た
れ
て
い
た
時
、

歩
兵
の
援
助
が
無
い
ま
ま
工
兵
の
我
々
に
前
進
を
強
要
し

た
の
で
止
む
な
く
小
隊
長
、
班
長
、
兵
長
、
私
の
順
に
前

進
し
ま
し
た
。 

間
も
な
く
私
の
前
に
い
た
兵
長
が
急
に
バ
タ
ッ
と
前
に
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倒
れ
た
の
で
、
私
が｢

兵
長
殿
！｣

と
叫
ん
で
、
兵
長
の
前

に
走
っ
て
抱
き
起
こ
し
た
ら
、
班
長
が｢

田
中
！
何
や
っ
て

い
る
ん
だ
！｣

と
叱
ら
れ
、
隠
れ
る
よ
う
に
言
わ
れ
ま
し
た

の
で
慌
て
て
物
陰
に
か
く
れ
ま
し
た
。
お
陰
で
敵
弾
に
当

ら
ず
助
か
り
ま
し
た
。
兵
長
は
頭
に
貫
通
銃
創
で
即
死
で

し
た
。
衡
陽
作
戦
は
非
常
な
激
戦
で
、
当
時
珍
し
い
火
焔

放
射
器
を
使
っ
て
、
敵
の
ト
ー
チ
カ
を
攻
め
る
寸
前
に
、

敵
が
白
旗
を
振
っ
た
の
で
使
わ
ず
に
終
わ
り
ま
し
た
。 

私
が
初
年
兵
と
し
て
一
緒
に
入
隊
し
た
者
は
百
三
十
人

で
し
た
が
、
無
事
復
員
し
た
の
は
僅
か
四
十
人
で
し
た
。 

私
の
軍
歴
の
概
要
は
左
記
の
通
り
で
す
。 

昭
和
十
七
年
十
二
月
一
日 

仙
台
東
部
第
二
十
九
部
隊

（
第
十
三
師
団
工
兵
第
二
連
隊
補
充
隊
）
に
入
営 

昭
和
十
八
年
一
月
十
三
日 

中
支
派
遣
軍
第
十
三
師
団

工
兵
第
十
三
連
隊
第
一
中
隊
（
阿
湾
）
へ
転
属 

昭
和
十
八
年
六
月
ま
で
初
年
兵
教
育 

七
月
工
兵
第
十

三
連
隊
第
一
中
隊
第
三
小
隊
配
属
、
十
月
常
徳
作
戦

に
出
発 

十
一
月
三
日
未
明 

松
滋
河
を
折
畳
舟
に
て
敵
前
渡

河
、
歩
兵
第
六
十
五
連
隊
第
二
大
隊
が
敵
前
渡
河 

昭
和
十
八
年
十
一
月
二
十
日 

漆
家
河
の
敵
前
渡
河 

十
二
月
二
十
六
日
沙
市
に
帰
営 

昭
和
十
九
年
四
月
十
九
日
ま
で
沙
市
警
備 

四
月
二
十
日 

湘
桂
作
戦
参
加
の
た
め
沙
市
出
発 

五
月
十
八
日 

揚
子
江
渡
河
武
昌
地
区
に
入
る
、
長

沙
攻
撃 

八
月
一
日 

衡
陽
攻
撃
準
備 

八
月
八
日 

衡
陽
攻
撃
終
る 

八
月
十
四
日 

全
県
作
戦 

昭
和
十
九
年
十
一
月
十
日 

桂
林
作
戦 

十
一
月
十
日 

柳
洲
作
戦
、
懐
遠
付
近
の
警
備 

昭
和
二
十
年 

湘
桂
反
転
作
戦 

昭
和
二
十
年
八
月
十
五
日 

貴
陽
に
て
終
戦 

終
戦
時
は
歩
兵
第
六
十
五
連
隊
に
配
属
中
で
し
た
。
第

十
三
師
団
長
、
陸
軍
中
将
吉
田
峯
太
郎
、
歩
兵
第
一
〇
四

連
隊
（
仙
台
）
不
明
。
第
六
十
五
連
隊
（
会
津
若
松
）
陸

軍
大
佐
服
部
卓
四
郎
、
第
一
一
六
連
隊
（
新
発
田
）
不
明
、

工
兵
第
十
三
連
隊
（
仙
台
）
陸
軍
中
佐
石
川
省
三
で
す
。 
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工
兵
隊
に
は
機
材
を
運
搬
す
る
た
め
の
機
材
小
隊
が
必

ず
つ
い
て
い
ま
す
。「
タ
コ
」
は
正
規
の
も
の
は
鉄
製
で
非

常
に
重
い
も
の
で
し
た
の
で
機
材
小
隊
が
運
搬
し
て
い
ま

し
た
。 

私
は
作
戦
中
、
右
脚
の
踵
を
敵
弾
の
破
片
で
飛
ば
さ
れ

野
戦
病
院
に
入
隊
す
る
予
定
の
と
こ
ろ
軍
医
さ
ん
が
「
田

中
、
入
院
す
る
な
、
入
っ
た
ら
殺
さ
れ
る
ぞ
、
赤
チ
ン
塗

っ
て
俺
が
治
し
て
や
る
か
ら
」
と
忠
告
し
て
く
れ
ま
し
た
。

不
思
議
に
思
っ
て
尋
ね
る
と
「
入
院
し
て
も
食
物
が
無
い
。

手
当
も
い
い
加
減
だ
、
殺
さ
れ
る
ぞ
」
と
言
わ
れ
「
歩
け

な
け
れ
ば
俺
の
馬
に
乗
れ
」
と
親
切
に
言
っ
て
く
れ
ま
し

た
。 工

兵
は
見
習
士
官
以
上
の
人
は
乗
馬
を
持
っ
て
い
た
の

で
、
他
の
将
校
さ
ん
も
「
俺
の
馬
に
乗
れ
」
と
言
っ
て
い

た
だ
き
本
当
に
有
り
難
か
っ
た
で
す
ね
。 

作
戦
中
、
負
傷
し
て
野
戦
病
院
に
入
っ
た
戦
友
を
見
舞

っ
た
ら
シ
ラ
ミ
だ
ら
け
の
毛
布
に
く
る
ま
っ
て
い
て
飯
も

ロ
ク
に
食
っ
て
い
な
い
様
子
を
見
て
、
軍
医
さ
ん
の
言
葉

が
本
当
だ
っ
た
と
思
い
ま
し
た
。
工
兵
の
連
隊
の
規
模
は

歩
兵
の
大
隊
と
同
じ
ぐ
ら
い
で
、
連
隊
長
は
少
佐
か
中
佐

で
し
た
。 

私
が
入
隊
し
た
時
は
佐
野
村
武
貞
少
佐
で
良
い
方
で
し

た
が
途
中
で
交
代
さ
れ
、
後
任
の
石
川
省
三
中
佐
は
九
州

別
府
出
身
で
召
集
将
校
の
実
戦
経
験
な
し
の
方
で
、
演
習

の
つ
も
り
で
無
理
な
作
戦
を
強
要
す
る
の
で
部
下
か
ら

「
言
う
こ
と
を
き
て
い
た
ら
、
命
が
い
く
つ
あ
っ
て
も
足

り
ま
せ
ん
」
と
敬
遠
さ
れ
て
お
り
ま
し
た
。 

昭
和
十
八
年
十
一
月
三
日
常
徳
作
戦
中
、
折
畳
舟
で
歩

兵
第
六
十
三
連
隊
第
二
大
隊
を
敵
前
渡
河
さ
せ
た
時
は
、

た
だ
一
人
櫓
を
握
っ
て
敵
弾
雨
飛
の
中
を
立
っ
て
第
一
陣

を
渡
し
切
り
、
取
っ
て
返
し
て
第
二
陣
を
渡
し
終
っ
た
時

は
何
ん
と
も
い
え
ぬ
達
成
感
に
浸
り
ま
し
た
。 

昭
和
十
八
年
十
一
月
三
十
日
、
漆
家
河
の
戦
闘
で
、
山

の
上
の
敵
か
ら
雨
あ
ら
れ
の
よ
う
に
射
た
れ
て
い
た
時
、

歩
兵
の
援
助
が
無
い
ま
ま
工
兵
の
我
々
に
前
進
を
強
要
し

た
の
で
止
む
な
く
小
隊
長
、
班
長
、
兵
長
、
私
の
順
に
前

進
し
ま
し
た
。 

間
も
な
く
私
の
前
に
い
た
兵
長
が
急
に
バ
タ
ッ
と
前
に
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倒
れ
た
の
で
、
私
が｢

兵
長
殿
！｣

と
叫
ん
で
、
兵
長
の
前

に
走
っ
て
抱
き
起
こ
し
た
ら
、
班
長
が｢

田
中
！
何
や
っ
て

い
る
ん
だ
！｣

と
叱
ら
れ
、
隠
れ
る
よ
う
に
言
わ
れ
ま
し
た

の
で
慌
て
て
物
陰
に
か
く
れ
ま
し
た
。
お
陰
で
敵
弾
に
当

ら
ず
助
か
り
ま
し
た
。
兵
長
は
頭
に
貫
通
銃
創
で
即
死
で

し
た
。
衡
陽
作
戦
は
非
常
な
激
戦
で
、
当
時
珍
し
い
火
焔

放
射
器
を
使
っ
て
、
敵
の
ト
ー
チ
カ
を
攻
め
る
寸
前
に
、

敵
が
白
旗
を
振
っ
た
の
で
使
わ
ず
に
終
わ
り
ま
し
た
。 

私
が
初
年
兵
と
し
て
一
緒
に
入
隊
し
た
者
は
百
三
十
人

で
し
た
が
、
無
事
復
員
し
た
の
は
僅
か
四
十
人
で
し
た
。 

私
の
軍
歴
の
概
要
は
左
記
の
通
り
で
す
。 

昭
和
十
七
年
十
二
月
一
日 

仙
台
東
部
第
二
十
九
部
隊

（
第
十
三
師
団
工
兵
第
二
連
隊
補
充
隊
）
に
入
営 

昭
和
十
八
年
一
月
十
三
日 

中
支
派
遣
軍
第
十
三
師
団

工
兵
第
十
三
連
隊
第
一
中
隊
（
阿
湾
）
へ
転
属 

昭
和
十
八
年
六
月
ま
で
初
年
兵
教
育 

七
月
工
兵
第
十

三
連
隊
第
一
中
隊
第
三
小
隊
配
属
、
十
月
常
徳
作
戦

に
出
発 

十
一
月
三
日
未
明 

松
滋
河
を
折
畳
舟
に
て
敵
前
渡

河
、
歩
兵
第
六
十
五
連
隊
第
二
大
隊
が
敵
前
渡
河 

昭
和
十
八
年
十
一
月
二
十
日 

漆
家
河
の
敵
前
渡
河 

十
二
月
二
十
六
日
沙
市
に
帰
営 

昭
和
十
九
年
四
月
十
九
日
ま
で
沙
市
警
備 

四
月
二
十
日 

湘
桂
作
戦
参
加
の
た
め
沙
市
出
発 

五
月
十
八
日 

揚
子
江
渡
河
武
昌
地
区
に
入
る
、
長

沙
攻
撃 

八
月
一
日 

衡
陽
攻
撃
準
備 

八
月
八
日 

衡
陽
攻
撃
終
る 

八
月
十
四
日 

全
県
作
戦 

昭
和
十
九
年
十
一
月
十
日 

桂
林
作
戦 

十
一
月
十
日 

柳
洲
作
戦
、
懐
遠
付
近
の
警
備 

昭
和
二
十
年 

湘
桂
反
転
作
戦 

昭
和
二
十
年
八
月
十
五
日 

貴
陽
に
て
終
戦 

終
戦
時
は
歩
兵
第
六
十
五
連
隊
に
配
属
中
で
し
た
。
第

十
三
師
団
長
、
陸
軍
中
将
吉
田
峯
太
郎
、
歩
兵
第
一
〇
四

連
隊
（
仙
台
）
不
明
。
第
六
十
五
連
隊
（
会
津
若
松
）
陸

軍
大
佐
服
部
卓
四
郎
、
第
一
一
六
連
隊
（
新
発
田
）
不
明
、

工
兵
第
十
三
連
隊
（
仙
台
）
陸
軍
中
佐
石
川
省
三
で
す
。 
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終
戦
ま
で
の
行
動
は
在
支
米
空
軍
の
た
め
昼
間
は
休
む
、

夜
間
行
動
の
み
で
あ
っ
た
が
、
上
官
か
ら
「
閻
錫
山
と
停

戦
協
定
を
結
ん
だ
の
で
夜
行
軍
し
な
く
て
も
よ
く
な
っ
た
。

敵
の
飛
行
機
が
来
な
く
な
っ
た
の
で
」
と
達
し
が
あ
り
ま

し
た
。
そ
の
う
ち
「
衡
陽
で
体
裁
の
良
い
無
条
件
降
伏
に

な
っ
た
」「
小
銃
の
菊
の
御
紋
章
を
消
せ
」
と
命
令
が
下
り

ま
し
た
。 

し
ば
ら
く
し
て
「
第
六
十
五
連
隊
の
連
隊
旗
を
奉
焼
す

る
か
ら
集
ま
れ
」
と
達
し
が
あ
り
ま
し
た
。
終
戦
時
の
第

六
十
五
連
隊
長
は
参
謀
本
部
の
作
戦
課
長
だ
っ
た
服
部
卓

四
郎
大
佐
が
赴
任
し
て
い
ま
し
た
。
温
和
な
人
で
、
行
軍

で
小
休
止
し
て
い
る
私
達
兵
隊
の
そ
ば
に
馬
に
乗
っ
て
き

て
「
兵
隊
、
出
発
ダ
ヨ
」
と
気
軽
に
声
を
か
け
て
く
れ
ま

し
た
。
終
戦
後
、
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
司
令
部
か
ら
の
連
絡
が

あ
り
、
私
達
兵
隊
よ
り
一
足
早
く
東
京
へ
帰
ら
れ
た
そ
う

で
す
。 

共
産
軍
と
の
停
戦
協
定
が
昭
和
二
十
一
年
一
月
二
十
五

日
に
結
ば
れ
、
今
ま
で
通
り
の
生
活
が
続
け
ら
れ
、
大
隊

本
部
に
糧
秣
受
領
に
行
き
ま
し
た
。
そ
こ
で
ド
ラ
ム
缶
い

っ
ぱ
い
の
米
が
支
給
さ
れ
ま
し
た
が
腹
い
っ
ぱ
い
と
は
ゆ

か
ず
、
兵
隊
は
帰
国
ま
で
は
現
地
の
農
家
の
手
伝
い
に
行

っ
て
昼
飯
に
あ
り
つ
い
て
い
ま
し
た
。
私
も
農
家
の
手
伝

い
に
行
き
綿
の
木
の
綿
抜
き
を
し
て
銀
飯
に
舌
鼓
み
を
う

ち
ま
し
た
。
ま
た
馬
を
使
っ
て
耕
し
た
り
し
ま
し
た
。
武

装
解
除
は
九
江
付
近
で
受
け
ま
し
た
。 

帰
国
命
令
は
昭
和
二
十
一
年
五
月
十
日
に
出
ま
し
た
。

乗
船
の
た
め
揚
子
江
の
近
く
に
行
き
、
小
舟
に
乗
っ
て
大

舟
に
乗
り
換
え
、
南
京
ま
で
行
き
、
南
京
か
ら
列
車
で
上

海
へ
、
私
物
検
査
を
受
け
て
乗
船
、
懐
か
し
の
博
多
に
上

陸
し
ま
し
た
。 

昭
和
二
十
一
年
六
月
十
日
、
我
が
家
に
四
十
三
カ
月
振

り
帰
り
ま
し
た
ら
父
は
既
に
二
十
年
十
月
に
脳
溢
血
で
亡

く
な
っ
て
い
ま
し
た
の
が
残
念
で
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
。 

帰
国
後
は
亡
き
父
が
大
量
に
用
意
し
て
買
っ
て
い
た
石

材
が
幸
い
し
て
家
業
を
継
ぐ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
親
が

子
を
思
う
心
に
触
れ
て
有
り
難
く
仏
前
に
毎
日
お
参
り
し

て
お
り
ま
す
。
私
も
高
小
卒
業
後
、
石
工
の
手
伝
い
を
し

て
い
た
の
で
父
の
跡
を
継
ぐ
こ
と
が
で
き
、
息
子
と
二
人
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の
職
人
を
使
い
石
工
の
技
能
士
と
し
て
全
国
名
工
の
集
り

の
一
員
と
し
て
活
動
し
て
お
り
ま
す
。
石
材
業
界
も
中
国

か
ら
安
い
製
品
が
輸
入
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
厳
し
い
状

況
で
す
が
頑
張
っ
て
い
ま
す
。 

終
戦
か
ら
帰
国
ま
で
の
間
に
中
国
と
く
に
閻
錫
山
系
の

軍
隊
か
ら
残
留
を
す
す
め
ら
れ
た
向
き
も
あ
っ
た
よ
う
で

す
が
、
こ
れ
に
応
じ
た
兵
隊
は
私
の
知
る
限
り
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
。
山
西
省
に
い
た
第
一
軍
の
関
係
で
は
あ
っ
た

よ
う
で
す
ね
。
蔣
介
石
が
終
戦
に
際
し
て
、
日
本
軍
の
将

兵
に
対
し
て
早
期
帰
国
を
優
先
し
て
く
れ
た
温
情
は
、
忘

れ
て
は
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。 

「
報
怒
以
徳
」
の
告
示
に
よ
り
民
衆
の
日
本
兵
に
対
す
る

態
度
は
や
さ
し
く
、
私
の
接
し
た
中
国
人
は
「
シ
ー
サ
ン

今
度
、
中
国
に
来
る
時
は
兵
隊
で
は
な
く
商
人
で
来
な
さ

い
。
私
が
面
倒
見
て
や
る
か
ら
」
と
言
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

中
国
人
の
偉
大
さ
を
痛
感
し
ま
し
た
。 

大
東
亜
戦
争
従
軍
衛
生
兵
の
思
い
出 

福
岡
県 

 

日 

巻 

久 
次 

 
 

 

私
は
父
・
日
巻
猪
之
蔵
、
母
・
松
枝
の
四
男
三
女
の
兄

弟
の
一
員
と
し
て
、
大
正
四
（
一
九
一
五
）
年
九
月
十
五

日
、
福
岡
県
三
池
郡
飯
江
村
で
生
れ
ま
し
た
。
祖
父
母
、

父
母
、
子
供
七
人
の
十
一
人
家
族
で
す
。
田
一
町
五
反
、

畑
二
反
（
甘
藷
、
粟
、
大
豆
）
で
、
山
間
の
部
落
で
は
規

模
の
大
き
な
農
家
で
し
た
。
祖
父
が
健
在
で
し
た
が
、
父

は
胃
の
病
気
で
一
時
期
大
牟
田
に
居
住
し
ま
し
た
の
で
、

私
は
小
学
校
は
大
牟
田
第
一
小
学
校
に
入
学
し
、
三
年
生

の
時
に
帰
っ
て
故
郷
の
飯
江
尋
常
高
等
小
学
校
に
転
入
、

昭
和
四
年
、
高
等
科
を
卒
業
し
て
家
業
の
農
業
に
従
事
し

ま
し
た
。 

当
時
の
農
家
で
は
現
在
の
よ
う
に
農
機
類
は
な
く
、
農

作
業
は
す
べ
て
人
力
と
牛
馬
の
力
だ
け
で
し
た
。
当
時
の

農
家
で
は
ど
こ
で
も
当
た
り
前
の
こ
と
で
し
た
が
、
子
供

も
小
学
校
五
、
六
年
生
に
も
な
れ
ば
、
馬
の
飼
葉
の
草
刈
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終
戦
ま
で
の
行
動
は
在
支
米
空
軍
の
た
め
昼
間
は
休
む
、

夜
間
行
動
の
み
で
あ
っ
た
が
、
上
官
か
ら
「
閻
錫
山
と
停

戦
協
定
を
結
ん
だ
の
で
夜
行
軍
し
な
く
て
も
よ
く
な
っ
た
。

敵
の
飛
行
機
が
来
な
く
な
っ
た
の
で
」
と
達
し
が
あ
り
ま

し
た
。
そ
の
う
ち
「
衡
陽
で
体
裁
の
良
い
無
条
件
降
伏
に

な
っ
た
」「
小
銃
の
菊
の
御
紋
章
を
消
せ
」
と
命
令
が
下
り

ま
し
た
。 

し
ば
ら
く
し
て
「
第
六
十
五
連
隊
の
連
隊
旗
を
奉
焼
す

る
か
ら
集
ま
れ
」
と
達
し
が
あ
り
ま
し
た
。
終
戦
時
の
第

六
十
五
連
隊
長
は
参
謀
本
部
の
作
戦
課
長
だ
っ
た
服
部
卓

四
郎
大
佐
が
赴
任
し
て
い
ま
し
た
。
温
和
な
人
で
、
行
軍

で
小
休
止
し
て
い
る
私
達
兵
隊
の
そ
ば
に
馬
に
乗
っ
て
き

て
「
兵
隊
、
出
発
ダ
ヨ
」
と
気
軽
に
声
を
か
け
て
く
れ
ま

し
た
。
終
戦
後
、
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
司
令
部
か
ら
の
連
絡
が

あ
り
、
私
達
兵
隊
よ
り
一
足
早
く
東
京
へ
帰
ら
れ
た
そ
う

で
す
。 

共
産
軍
と
の
停
戦
協
定
が
昭
和
二
十
一
年
一
月
二
十
五

日
に
結
ば
れ
、
今
ま
で
通
り
の
生
活
が
続
け
ら
れ
、
大
隊

本
部
に
糧
秣
受
領
に
行
き
ま
し
た
。
そ
こ
で
ド
ラ
ム
缶
い

っ
ぱ
い
の
米
が
支
給
さ
れ
ま
し
た
が
腹
い
っ
ぱ
い
と
は
ゆ

か
ず
、
兵
隊
は
帰
国
ま
で
は
現
地
の
農
家
の
手
伝
い
に
行

っ
て
昼
飯
に
あ
り
つ
い
て
い
ま
し
た
。
私
も
農
家
の
手
伝

い
に
行
き
綿
の
木
の
綿
抜
き
を
し
て
銀
飯
に
舌
鼓
み
を
う

ち
ま
し
た
。
ま
た
馬
を
使
っ
て
耕
し
た
り
し
ま
し
た
。
武

装
解
除
は
九
江
付
近
で
受
け
ま
し
た
。 

帰
国
命
令
は
昭
和
二
十
一
年
五
月
十
日
に
出
ま
し
た
。

乗
船
の
た
め
揚
子
江
の
近
く
に
行
き
、
小
舟
に
乗
っ
て
大

舟
に
乗
り
換
え
、
南
京
ま
で
行
き
、
南
京
か
ら
列
車
で
上

海
へ
、
私
物
検
査
を
受
け
て
乗
船
、
懐
か
し
の
博
多
に
上

陸
し
ま
し
た
。 

昭
和
二
十
一
年
六
月
十
日
、
我
が
家
に
四
十
三
カ
月
振

り
帰
り
ま
し
た
ら
父
は
既
に
二
十
年
十
月
に
脳
溢
血
で
亡

く
な
っ
て
い
ま
し
た
の
が
残
念
で
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
。 

帰
国
後
は
亡
き
父
が
大
量
に
用
意
し
て
買
っ
て
い
た
石

材
が
幸
い
し
て
家
業
を
継
ぐ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
親
が

子
を
思
う
心
に
触
れ
て
有
り
難
く
仏
前
に
毎
日
お
参
り
し

て
お
り
ま
す
。
私
も
高
小
卒
業
後
、
石
工
の
手
伝
い
を
し

て
い
た
の
で
父
の
跡
を
継
ぐ
こ
と
が
で
き
、
息
子
と
二
人
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の
職
人
を
使
い
石
工
の
技
能
士
と
し
て
全
国
名
工
の
集
り

の
一
員
と
し
て
活
動
し
て
お
り
ま
す
。
石
材
業
界
も
中
国

か
ら
安
い
製
品
が
輸
入
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
厳
し
い
状

況
で
す
が
頑
張
っ
て
い
ま
す
。 

終
戦
か
ら
帰
国
ま
で
の
間
に
中
国
と
く
に
閻
錫
山
系
の

軍
隊
か
ら
残
留
を
す
す
め
ら
れ
た
向
き
も
あ
っ
た
よ
う
で

す
が
、
こ
れ
に
応
じ
た
兵
隊
は
私
の
知
る
限
り
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
。
山
西
省
に
い
た
第
一
軍
の
関
係
で
は
あ
っ
た

よ
う
で
す
ね
。
蔣
介
石
が
終
戦
に
際
し
て
、
日
本
軍
の
将

兵
に
対
し
て
早
期
帰
国
を
優
先
し
て
く
れ
た
温
情
は
、
忘

れ
て
は
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。 

「
報
怒
以
徳
」
の
告
示
に
よ
り
民
衆
の
日
本
兵
に
対
す
る

態
度
は
や
さ
し
く
、
私
の
接
し
た
中
国
人
は
「
シ
ー
サ
ン

今
度
、
中
国
に
来
る
時
は
兵
隊
で
は
な
く
商
人
で
来
な
さ

い
。
私
が
面
倒
見
て
や
る
か
ら
」
と
言
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

中
国
人
の
偉
大
さ
を
痛
感
し
ま
し
た
。 

大
東
亜
戦
争
従
軍
衛
生
兵
の
思
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之
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、
母
・
松
枝
の
四
男
三
女
の
兄

弟
の
一
員
と
し
て
、
大
正
四
（
一
九
一
五
）
年
九
月
十
五

日
、
福
岡
県
三
池
郡
飯
江
村
で
生
れ
ま
し
た
。
祖
父
母
、

父
母
、
子
供
七
人
の
十
一
人
家
族
で
す
。
田
一
町
五
反
、

畑
二
反
（
甘
藷
、
粟
、
大
豆
）
で
、
山
間
の
部
落
で
は
規

模
の
大
き
な
農
家
で
し
た
。
祖
父
が
健
在
で
し
た
が
、
父

は
胃
の
病
気
で
一
時
期
大
牟
田
に
居
住
し
ま
し
た
の
で
、

私
は
小
学
校
は
大
牟
田
第
一
小
学
校
に
入
学
し
、
三
年
生

の
時
に
帰
っ
て
故
郷
の
飯
江
尋
常
高
等
小
学
校
に
転
入
、

昭
和
四
年
、
高
等
科
を
卒
業
し
て
家
業
の
農
業
に
従
事
し

ま
し
た
。 

当
時
の
農
家
で
は
現
在
の
よ
う
に
農
機
類
は
な
く
、
農

作
業
は
す
べ
て
人
力
と
牛
馬
の
力
だ
け
で
し
た
。
当
時
の

農
家
で
は
ど
こ
で
も
当
た
り
前
の
こ
と
で
し
た
が
、
子
供

も
小
学
校
五
、
六
年
生
に
も
な
れ
ば
、
馬
の
飼
葉
の
草
刈




